
（別紙６）

公表日

回答園数

チェック項目 はい
どちらとも

いえない
いいえ ご意見 ご意見を踏まえた対応

1
訪問支援員からの助言や説明は、具体的でわかりやすく、取

り入れやすいものですか。
15 1

・助言もしっかりお話しいただけるし、取り

入れやすいことなので助かる。

・今自分が対象児に行っていることが意味の

あることだったと聞けたので、よりきちんと

やっていこうと思えた。

・集団の中での助言もしてもらえるので参考

になります。

・アドバイス的確、グッズも参考になった。

・落ち着きのない子にスクイーズを紹介して

くださるなど具体的なアドバイスが役立って

います。

・現在は、保育者が訪問支援員の方から助言

や説明を受ける機会が限られており、支援内

容や実践方法について十分に理解や共有がで

きていない時もあります。支援員の訪問時間

でよいので、その時に説明をいただくことに

より、日々の保育に取り入れやすくなるとよ

いと思います。また、発達支援センターでの

指導内容や課題も、園で参考になることがあ

れば、口頭で伝えていただけるとありがたい

です。

・（訪問支援の記録）細かなところまで見て

いただき、普段見逃していた子どものがんば

りや良い面に改めて気づかせていただいてい

ます。

・お子さんの様子について気づいた点やより

よい関りや対応方法があれば、お伝えさせて

いただいています。限られた時間の中でのお

伝えでは十分ではないことは承知しておりま

す。その分を『訪問記録』に記載しお伝えす

るようにしていますので、『訪問記録』の確

認をしていただければありがたいです。

・毎日の保育、その他の業務でお忙しいとは

思いますが、お時間をいただければ、個別の

懇談を取らせていただくことも可能です。発

達支援センター、または訪問支援専門員員に

お声がけいただければと思います。

2
訪問支援員の支援に対する知識・技術等に満足しています

か。
13 3

・対象児について思っていたことを的確な言

葉を使って話していただいたので、保護者に

伝えるときに子どもの姿を説明しやすかっ

た。

・訪問支援員さんの対応（子どもとの話し

方）を見て、勉強させていただいている。

・満足しています。

・支援や指導をしていただく場がもっとある

と評価ができる。観察・共通理解が主となる

ため知識・技術の判断が難しいです。

・訪問支援員の方がもたれている専門的な知

識や技術について、その考えや支援の方法を

保育者が直接知る機会は少ないと感じていま

す。支援の意図や専門的な視点を提示してい

ただけることで理解がより深まると考えてい

ます。

・記録に細かく記載されていますので、わか

りやすいです。

・子ども発達支援センター職員は、実際の療

育場面での実践の他、他事業所主催の研修、

県下で行われる発達支援に関わる研修会に機

会を捉え、参加し研鑽を積んでおります。保

育所等訪問支援においては、それらの経験や

研修から得た知識を生かし、支援を行ってお

ります。

・園訪問においては、直接支援させていただ

いたり観察させていただいたりと訪問先の園

様のその日の活動状況やお子さんの様子に合

わせて対応させていただいています。

・今後も対象のお子さんに合わせた関わりの

意図や視点をお伝えできるよう努めさせてい

ただきます。

郡上市子ども発達支援センター

　　　　　年　　　月　　　日

　　　　　１６園中全園より回答あり

事業所名

訪問先施設からの事業所評価の集計結果公表



3
訪問支援員は質問に対して、適時・適切に回答してくれてい

ますか。
14 2

・質問に対してしっかり回答をいただけてい

るのでありがたい。

・いろいろな気になる姿を伝えた時にその原

因となることを教えていただけた。

・心配なことや困っていることなど相談をす

ると、アドバイスをいただく事ができ、解決

につながりました。

・保育中なので、なかなか腰を据えて話が聞

けないので評価しにくいです。

・実践方法など教えていただけるので実践し

てみようと思います。

・訪問時、質問をした時には、丁寧にご対応

いただけ、相談することもできています。今

後も引き続き、必要に応じた助言をいただけ

ることを期待しています。

・月１の訪問支援の時は、支援会議の時のよ

うにじっくりと話すことができず、あまり質

問をしたり助言をいただくことができませ

ん。

・資料（参考）を用意していただくなど、大

変ありがとうございました。

・訪問支援時にじっくりと支援についてお話

しさせていただくことは時間的にも難しいこ

とを承知しております。なるべく、迅速な対

応や解決が図れるよう努めていますが、それ

ができない時には、事後に連絡いただくこと

も可能です。可能な限り対応させていただき

ますので、質問等お寄せいただければ幸いで

す。

4
保育所等訪問支援を利用したことで、課題や困りごとが解消

または軽減されましたか。
14 1 1

・話すことにより、困っていたことなど解消

できるので次につなげようという気持ちにな

れた。

・実際の保育現場、集団の中の対象児を見て

助言をいただけたことで、保護者への伝え方

の困りごとが軽減した。

・保育園での集団の中での姿も見ていただく

ことで、共通理解ができ子どもの姿を共有で

きたと思います。

・相談できる機会があることはありがたいで

す。

・現時点では、中期、長期の課題や困りごと

に大きな改善が見られたということには至っ

ていません。

・なかなかすべての困りごとに対応できない

場合や、即時の対応ができないこともありま

すので、そのような時には、事前に課題や困

りごとをお伝えいただけることで、それを中

心とした視点で訪問支援を行えることもでき

るかと思います。ご遠慮なくお伝えいただけ

ればありがたいです。

5 事業所からの支援に満足していますか。 14 2

・子どもの姿を（様子）を見ていただけるの

で、満足している。

・聞きたいことをすべて聞くことができ、助

言をいただけて、満足している。

・お互いに情報共有できたり支援をしていた

だけるのでこれからも続けていただきたいで

す。

・実際の様子を見ながら思いを共有できるの

でありがたいです。

・支援方法など実践しているところを見せて

もらえると良いと思います。

・事業所では保護者のニーズに合わせて療育

内容になるので、支援会議はあるものの園の

要望とは少しずれている部分もあると感じま

す。

・本事業の目的や役割がより分かりやすく共

有され、事業所と保育現場との情報共有や連

携がさらに深まることで、支援の効果も高ま

ると感じています。今後も、支援体制の充実

に期待しています。

・今後も情報共有や連携に努めていきます。

・園と発達支援センターが相互に理解しあい

ながら保育所等訪問支援を進めていけるよう

にしていきます。

・対象児がいなくなってから（９月以降）話せる機会がなかなかありませんが、子どもに対して

の助言や課題などがみつかるため、訪問はとてもありがたい。また、園訪問に来ることがありま

したら、いろいろと助言をお願いしたい。

・（自分が十数年勤めていた市より）支援員さんとの距離が近く、子どもについてとても相談し

やすいのでありがたい。

・子どもの姿をじっくり観察し、担任や担当からの質問においてはもちろん、気づかれた点につ

いてもアドバイス及び支援方法を的確に教えてくださっています。通所対象児が多い中、毎月の

支援訪問を有難く思っています。そのおかげで発達支援センターと園との連携がとれて情報共有

を行えることは、個の育ちや家庭への支援方法の統一にもつながっているように思います。あり

がとうございます。

・支援会議の時に情報交流できることがありがたかった。

・発達支援センターでの指導の話を生で聞かせてもらうことは有意義だった。

・訪問支援の時に、同じ子どもを違う視点でみてもらえ、記録もとても参考になった。

・発達支援センターで直接指導してみえる担当の方とのお話が、年2回の支援会議でしかないの

で、もう少しあるとよい。

・保育園から発達支援センターでの指導の様子を参観させていただく機会があると良いと思いま

す。

・調整が難しいとは思いますが、教室の先生と、訪問の先生が違うため発達支援センターの様子

が文面でしかわからないので、口頭で聞ければもっと詳しく様子が聞けるのではないかと思いま

す。

・支援方法など実践しているところを見せていただき共通理解できると良いと思います。

・週１回の指導時に保護者との面談が可能であれば、子どもへの関わり方について具体的な助言

や指導をしていただき、翌週にはその実施状況を把握して、継続した支援をしていただけるとあ

りがたいです。『保育所等訪問支援提供記録』で、保護者に課題などの提示があってもよいと思

います。

・いつもありがとうございます。今後もよろしくお願いいたします。

・親切丁寧に教えていただき、感謝しております。

・園訪問の際、少し園での様子をお話しさせていただいていますが、集団生活を送る中で感じて

いる課題などに助言していただける場を作っていけたらと思っています。また、別クラスの気に

なる子どもの様子を見ていただいたり、相談させていただく機会を時々もてたらと思っていま

す。なかなか、判断が難しい場合もあるので、助言していただいて早めにその後の対応を考えて

いけたらと思います。

・訪問担当ではなく、療育を担当されている方に来てもらえるといいと思います。

・子どもが興味をもって積極的に参加しています。

・訪問支援、大変ありがとうございます。記録もあり、参考になります。

・支援会議（保護者・園・発達支援センター）の時に、（訪問支援員の）出席があるとより状況

が理解しやすいと思います。

・発達支援センターでの指導見学の機会があると、子どもの姿の理解につながると思うので年に

一度でも希望します。

・保育所等訪問支援を行う訪問員と対象児の療育を担当者が異なることで、療育時の様子を詳

細にお伝えすることが難しい場合もあると思います。訪問員は担当者に訪問時のお子さんの様

子を伝えることや療育の様子、園の思い等を共有しあい日々の訪問や療育に生かせるようにし

ています。

・現在の体制の中では、園訪問とセンターでの療育が同時に行われていることもあり、固定の

訪問支援専門が園訪問をさせていただく体制が発達支援センターの円滑な運営につながってい

ます。また、保育所等訪問支援を行うにあたっては「訪問支援専門員」を県に届け出ておりま

す。県への届出を行っている訪問支援専門員が訪問させていただくことになっておりますの

で、ご承知おきくださると幸いです。調整可能な場合には、担当者が園訪問に同行することも

可能だと考えますので、必要に応じて療育の担当者が訪問を行うことも検討していきたいと思

います。

・保護者への助言や支援についてですが、療育後の時間にお子さんの様子をお伝えしながらの

面談を実施しています。また、定期的なモニタリング、不定期にはなりますが理学療法士相

談、言語聴覚士相談、臨床心理士相談の際にも助言等を行う機会があります。いずれも、現在

のお子さんの様子や保護者の心情を鑑みながら助言や支援等をさせていただき、無理なく実施

できる関り等について具体的にお伝えできるよう心がけています。

・発達支援センターでの実際の療育の参観については、ご希望があれば参観可能ですので事前

にご連絡いただければと思います。また、発達支援センターの指導方法研究会、域療育連携会

においては、対象児の園や学校の先生にご参加いただき、児の様子や関りについて共有する機

会をもっています。

・支援会議への職員の出席については、センター内で役割を分担し出席しております。出席者

は、訪問支援専門員とも園でのお子さんの様子や支援等について共有したうえで出席させてい

ただいております。今後も支援会議にてよりお子さんの状態やよりよい支援等について理解を

深められるよう努めてまいります。

その他のご意見 ご意見を踏まえた対応



・対象児がいなくなってから（９月以降）話せる機会がなかなかありませんが、子どもに対して

の助言や課題などがみつかるため、訪問はとてもありがたい。また、園訪問に来ることがありま

したら、いろいろと助言をお願いしたい。

・（自分が十数年勤めていた市より）支援員さんとの距離が近く、子どもについてとても相談し

やすいのでありがたい。

・子どもの姿をじっくり観察し、担任や担当からの質問においてはもちろん、気づかれた点につ

いてもアドバイス及び支援方法を的確に教えてくださっています。通所対象児が多い中、毎月の

支援訪問を有難く思っています。そのおかげで発達支援センターと園との連携がとれて情報共有

を行えることは、個の育ちや家庭への支援方法の統一にもつながっているように思います。あり

がとうございます。

・支援会議の時に情報交流できることがありがたかった。

・発達支援センターでの指導の話を生で聞かせてもらうことは有意義だった。

・訪問支援の時に、同じ子どもを違う視点でみてもらえ、記録もとても参考になった。

・発達支援センターで直接指導してみえる担当の方とのお話が、年2回の支援会議でしかないの

で、もう少しあるとよい。

・保育園から発達支援センターでの指導の様子を参観させていただく機会があると良いと思いま

す。

・調整が難しいとは思いますが、教室の先生と、訪問の先生が違うため発達支援センターの様子

が文面でしかわからないので、口頭で聞ければもっと詳しく様子が聞けるのではないかと思いま

す。

・支援方法など実践しているところを見せていただき共通理解できると良いと思います。

・週１回の指導時に保護者との面談が可能であれば、子どもへの関わり方について具体的な助言

や指導をしていただき、翌週にはその実施状況を把握して、継続した支援をしていただけるとあ

りがたいです。『保育所等訪問支援提供記録』で、保護者に課題などの提示があってもよいと思

います。

・いつもありがとうございます。今後もよろしくお願いいたします。

・親切丁寧に教えていただき、感謝しております。

・園訪問の際、少し園での様子をお話しさせていただいていますが、集団生活を送る中で感じて

いる課題などに助言していただける場を作っていけたらと思っています。また、別クラスの気に

なる子どもの様子を見ていただいたり、相談させていただく機会を時々もてたらと思っていま

す。なかなか、判断が難しい場合もあるので、助言していただいて早めにその後の対応を考えて

いけたらと思います。

・訪問担当ではなく、療育を担当されている方に来てもらえるといいと思います。

・子どもが興味をもって積極的に参加しています。

・訪問支援、大変ありがとうございます。記録もあり、参考になります。

・支援会議（保護者・園・発達支援センター）の時に、（訪問支援員の）出席があるとより状況

が理解しやすいと思います。

・発達支援センターでの指導見学の機会があると、子どもの姿の理解につながると思うので年に

一度でも希望します。

・保育所等訪問支援を行う訪問員と対象児の療育を担当者が異なることで、療育時の様子を詳

細にお伝えすることが難しい場合もあると思います。訪問員は担当者に訪問時のお子さんの様

子を伝えることや療育の様子、園の思い等を共有しあい日々の訪問や療育に生かせるようにし

ています。

・現在の体制の中では、園訪問とセンターでの療育が同時に行われていることもあり、固定の

訪問支援専門が園訪問をさせていただく体制が発達支援センターの円滑な運営につながってい

ます。また、保育所等訪問支援を行うにあたっては「訪問支援専門員」を県に届け出ておりま

す。県への届出を行っている訪問支援専門員が訪問させていただくことになっておりますの

で、ご承知おきくださると幸いです。調整可能な場合には、担当者が園訪問に同行することも

可能だと考えますので、必要に応じて療育の担当者が訪問を行うことも検討していきたいと思

います。

・保護者への助言や支援についてですが、療育後の時間にお子さんの様子をお伝えしながらの

面談を実施しています。また、定期的なモニタリング、不定期にはなりますが理学療法士相

談、言語聴覚士相談、臨床心理士相談の際にも助言等を行う機会があります。いずれも、現在

のお子さんの様子や保護者の心情を鑑みながら助言や支援等をさせていただき、無理なく実施

できる関り等について具体的にお伝えできるよう心がけています。

・発達支援センターでの実際の療育の参観については、ご希望があれば参観可能ですので事前

にご連絡いただければと思います。また、発達支援センターの指導方法研究会、域療育連携会

においては、対象児の園や学校の先生にご参加いただき、児の様子や関りについて共有する機

会をもっています。

・支援会議への職員の出席については、センター内で役割を分担し出席しております。出席者

は、訪問支援専門員とも園でのお子さんの様子や支援等について共有したうえで出席させてい

ただいております。今後も支援会議にてよりお子さんの状態やよりよい支援等について理解を

深められるよう努めてまいります。


